
令和元年１２月２４日開催定例美祢市教育委員会会議録  

 

 

開催日時   令和元年 12 月 24 日（火）午後２時から午後３時 30 分  

開催場所   勤労青少年ホーム２階「図書室」  

 

 

出席委員           中本  喜弘  教育長  

             金子  明美  教育長職務代理者  

             山本亜由美  委員  

             刀禰  信子  委員  

                                ４人  

 

出席教育委員会事務局職員   金子   彰  事務局長  

河村  充展   〃  教育総務課長  

久保   仁   〃  学校教育課長   

斉藤  正憲   〃  生涯学習ｽﾎﾟｰﾂ推進課長  

井上  辰巳   〃  文化財保護課長  

矢田部敏夫   〃  学校教育課主幹  

大野  義昭   〃  美東事務所長  

佐々木彰宣   〃  秋芳事務所長  

野尻   悟   〃  教育総務課長補佐  

                   ９人  

 

 

開   会  

 

中本教育長  

午後２時  委員の出席を確認し開会を告げ、署名委員に山本委員、刀禰委員

を指名する。  

 

中本教育長  

  前回の会議録の承認について、事前に各委員へ配布された会議録への意見、

質問を求める。  

 

  全員承認  

 

 

 



中本教育長  

  行事関係について主なものを報告する。  

  12 月２日（月）、大嶺小学校の学校運営協議会に参加した。  

12 月５日（木 )、旧大嶺高等学校跡地の消防庁舎建設予定地に教育委員会所

管の施設が隣接しているため、現地視察を行った。校舎はほぼ解体されていた。 

12 月 10 日（火）、重安小学校の学校運営協議会に参加した。  

12 月 18 日（水）、成進高等学校がアジア国際子ども映画祭で文部科学大臣

賞を受賞し、その報告があった。  

12 月 20 日 (金 )、秋芳中学校の学校運営協議会に参加した。  

               

報告を終了し、委員に意見を求める。  

 

  意見がないことを確認し、行事報告を終了する。  

 

中本教育長 

  議案第１号美祢市城原コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例

施行規則の制定についての説明を求める。  

 

斉藤生涯学習ｽﾎﾟｰﾂ推進課長  

  平成 31年３月に閉校となった城原小学校の校舎をコミュニティセンターと

して活用するため、美祢市城原コミュニティセンターの設置及び管理に関する

条例を令和元年 12月議会に上程し可決された。条例に定めるほかの必要な事項

を施行規則で定めるものである。  

   

中本教育長 

  委員に質疑を求める。  

 

中本教育長 

質疑がないことを確認し、議案第１号は承認される。  

 

中本教育長 

  議案第２号美祢市栄光賞授与要綱の一部改正についての説明を求める。  

 

斉藤生涯学習ｽﾎﾟｰﾂ推進課長  

  改正の内容は栄光賞授与の対象者に「市内に住所を有する個人又は市内に主

たる活動拠点のある団体」を追加し、それに伴って推薦手続などを変更するも

のである。  

   

中本教育長 

  委員に質疑を求める。  



中本教育長 

質疑がないことを確認し、議案第２号は承認される。  

 

中本教育長 

続いて、協議報告を各課から求める。  

 

河村教育総務課長  

教育総務課に関する事項として次の１点について協議報告をする。  

  ・通学支援制度について  

  12 月議会に条例の改正案を提出し、12 月 19 日の本会議において全会一致

で可決された。これまでの条例は通学費の補助を目的とする条例だったが、

全面的に見直し、通学支援の条例としている。見直しに伴い、新条例は大き

な考えのみ規定し、細かいところは施行規則や要綱で規定している。  

今回の改正により、遠距離通学を通学距離が小学校で４㎞、中学校で６㎞

を超える通学とし、４㎞・６㎞以内の通学距離でも、通学に支障があると判

断できる地区は、通学困難区としての基準を定めた上で支援を行う。また、

統廃合によりスクールバスで送迎している地域も継続して支援するが、運転

手不足も危惧されることから、自転車通学や保護者による送迎も想定してお

り、その場合は、自転車購入費の一部補助やガソリン代等に相当するものを

距離区分に応じて補助する。  

これまでの制度を全面的に整理、見直したことから一部地域では遠距離・

統合・通学困難区に該当しない地域もあり、これについては激変緩和措置と

して、３年間、従来どおりの支援を行う。  

また、これまでも大きな問題となっている、美東中学校の路線バス定期券

購入に対する補助は、令和２年度にスクールバスを購入し、令和３年度から

スクールバスを導入することとしている。  

この度、統一的な制度として小学校４㎞・中学校６㎞の遠距離基準により、

一旦整理した後、次は、小学校の４㎞基準を２㎞に緩和していきたい。  

 

中本教育長 

質疑がないことを確認し、続いて学校教育課に協議報告を求める。  

 

久保学校教育課長  

  学校教育課に関する事項として次の３点について協議報告をする。  

  ・２学期の終了について  

本日、市内 18校の小中学校で終業式を行っている。12月に入り、インフル

エンザの流行により３校が学校閉鎖などを行ったが、現在、学校閉鎖などを

行っている学校は無く、無事終業式を迎えている。深刻な生徒指導事案、い

じめの重大事案、交通事故などは発生していない。  



 

  ・美祢市栄光賞について  

今年度は２月 14日に授与式を行う予定としている。詳細は決まり次第、報

告する。  

 

・夏休みの短縮について  

12月議会の一般質問で夏休みの短縮について質問があり、令和３年度から

実施する方向で準備していくことと回答している。市内すべての小中学校で

夏休みを短縮し、８月 25日から 31日までを授業日として授業時間を 30時間確

保していくこととしている。  

 

中本教育長  

夏休みの短縮については、以前にも協議しているが、宿題の量や夏休みの行

事などとの調整など１年かけて準備を進めていきたい。  

 

主体的で対話的で深い学びに必要なのは、子どもたちがきちんと学びについ

て理解して、分かった喜び、分かる喜びを得られることが必要だと思う。子ど

もたちは一人ひとり特色を持っているので、教員１人で頑張るのは大変なこと

だと思う。そのため、パソコンなどのツールを使いながら、習熟度に合わせて、

成長し、学び、そして分かる喜びを享受してもらいたいと考えている。学校教

育課は学力向上、学力定着について、現状を鑑みてどのように進めていくのか。

学校にあるＩＣＴ機器の活用も合わせて、次年度に向けてどのような方策で各

学校の経営に結びつけていくのか説明してもらいたい。 

 

久保学校教育課長 

明日、県教育委員会と小中学校の学力推進リーダー、学校教育課の指導係で

合同研修会を行う。そこで美祢市の子どもたちの現状について客観的に課題を

洗い出していく。その中で考えられる具体策を協議し、その結果を報告したい。 

 

中本教育長 

諸課題へはスピード感を持って対応していくべきだと思う。諸課題の解決に

はハードルがあるのは事実だが、そのハードルを乗り越えるための協議を教育

委員と教育委員会会議でしていきたし、事前に事務局内で課題解決に向けた協

議を行っていきたいと考えている。  

 

続いて生涯学習ｽﾎﾟｰﾂ推進課に協議報告を求める。  

 

 

 



斉藤生涯学習ｽﾎﾟｰﾂ推進課長  

 生涯学習ｽﾎﾟｰﾂ推進課に関する事項として次の１点について協議報告をする。 

・勤労青少年ホームの工事について  

外壁のタイルが落下する危険性があるため、タイルを除去し防水加工を行

う。  

 

中本教育長 

  質疑がないことを確認し、続いて文化財保護課に協議報告を求める。  

 

井上文化財保護課長  

  文化財保護課に関する事項として次の１点について協議報告をする。  

  ・土壌断面標本など寄贈について  

  12月 15日（日）に秋芳ロイヤルホテル秋芳館で行われた、山口大学秋吉台

アカデミックセンターのシンポジウム「秋吉台の赤土のひみつ」で、秋吉台

土壌生成研究グループから剣山山頂部の土壌断面標本１点と説明パネル４

点が寄贈された。秋吉台科学博物館に展示している。  

 

中本教育長 

質疑がないことを確認し、続いて美東事務所に協議報告を求める。  

 

大野美東事務所長  

 特になし。  

 

中本教育長 

続いて秋芳事務所に協議報告を求める。  

 

佐々木秋芳事務所長  

  特になし。  

 

中本教育長 

  以上で協議報告を終了する。  

 

中本教育長  

  市町村教育委員会研究協議会（第二ブロック）の復伝を求める。  

 

中本教育長  

  行政説明、基調講演、パネルディスカッション、第２分科会「学力向上施策

の推進」について  

  資料に基づき説明を行う。  

 

 



山本委員  

  第１分科会「地域との連携協働による学校づくり」について  

  資料に基づき説明を行う。  

 

刀禰委員  

  第２分科会「学力向上施策の推進」について  

  資料に基づき説明を行う。  

 

金子委員  

  第３分科会「英語教育の取組」について  

  資料に基づき説明を行う。  

 

中本教育長 

最後に、次回の教育委員会会議の開催について事務局に提案を求める。  

 

金子局長  

  次回の定例教育委員会会議は令和２年１月 27日（月）午後２時から勤労青少

年ホームにおいて開催する旨を通知。  

 

中本教育長 

  午後３時 30分教育委員会会議の終了を告げる。  

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 12月 24日  

 

                   教育長  

 

                   委  員  

 

                   委  員  

 

会議録作成  


